















クマネズミ（Rattus rattus）は本来 ､ 植物質の食物 ､ とくに果実・種子を好む（Yabe, 
1979；Shiels et al., 2014）。ところが、そのような食性を持つクマネズミが鳥類やその卵を
捕食することがある。小笠原諸島父島列島に属する東島では、アナドリ（Bulweria 
bulwerii）の死体や放棄卵への食痕が 2000 年から見つかっていたが（鈴木ら、2010）、
2005 ～ 2008 年にはクマネズミによるアナドリの捕食が確認された（堀越ら、2009；Yabe 
et al., 2009；Kawakami et al., 2010）。そこで ､2008 年 6 月に東島に生息するクマネズミの
胃内容物を調べたところ、胃内容物のうちアナドリが平均容量百分比で 27.5%（n = 30）を
占めた（Yabe et al., 2009）。 
ドブネズミ（R. norvegicus）も海鳥を捕食する。例えば北海道の根室半島沖にあるユル
リ島とモユルリ島では、ウトウ（Cerorhinca monocerata）がドブネズミに捕食された
（Yabe et al., 2017a；矢部、2018）。小笠原諸島には母島列島や硫黄島にドブネズミが生息















父島列島に属する南島では 2008 年 12 月から 2012 年 2 月まで、弾き罠またはカゴ罠を用
いて 8 回の捕獲調査を実施した（表 1）。2011 年には 2 月と 9 月に調査を実施したが、その












果実・種子 葉・茎 不明 昆虫 アナドリ 不明
2008 12 15 80.1 10.3 8.7 0.9 0 0
2009 2 7 7.2 66.4 25.7 0.7 0 0
12 22 79.5 17.6 0 2.9 0 0
2010 2 7 18.6 74.3 0 7.1 0 0
12 49 85.7 9.3 2.0 2.0 0 1
2011 2 3 10.0 56.7 33.3 0 0 0
9 6 51.4 5.0 0 0.3 43.3 0
2012 2 7 28.0 70.0 0 2.0 0 0
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北海道のユルリ島（168 ha、43° 12’ N、145° 35’ E）とモユルリ島（31 ha、43° 13’ N、
145° 36’ E）（以下ユルリ・モユルリ島）のドブネズミについては、Yabe et al.（2017a, b）
に示したものと同じ標本を用いた。ただし Yabe et al.（2017a, b）では、海鳥を捕食した
ネズミや捕食しなかったネズミの体重について比較分析を行なっていない。これらの島は


















の 5 個体からミズナギドリ科の羽毛・肉（図 1）が検出され、これらはアナドリと最終判
定された。その平均容量百分比は 43.3% であった（表 1）。ほかの調査期間（2008 ～ 2012
年の 2 月および 12 月）には羽毛・肉が全く見いだされなかった。
南島でアナドリを捕食したクマネズミは 5 個体（平均体重 200.2 ± 14.3 g）、捕食しなかっ
たネズミは 1 個体に過ぎなかったので、この資料と Yabe et al.（2017a）によって東島で得
られた資料を統合して、捕獲されたネズミ類の体重を算定した。その結果、アナドリを捕
食した個体が 201.6 ± 27.5 g（n = 22）、捕食しなかった個体が 165.7 ± 35.4 g（n = 17）と
なり、両者には危険率 5％で有意差が認められた（P = 3.0×10‒4）（図 2）。さらに、雌雄そ
れぞれに、アナドリを捕食した個体と捕食しなかった個体の間に体重差があるかどうかを
検証するために、雌雄別に分けて検定した。その結果、捕食した個体と捕食しなかった個
体が、オスではそれぞれ 201.4 ± 27.5 g（n = 12）と 173.8 ± 32.3 g（n = 11）となり、メス
ではそれぞれ 201.9 ± 19.7 g（n = 10）と 150.8 ± 39.0 g（n = 6）となって、雌雄とも危険
率 5％で有意差が認められた（オス P = 0.02、メス P = 0.005）。なお、アナドリを捕食した
個体はすべて体重 167 g 以上であった。
ユルリ・モユルリ島のドブネズミの場合には、ウトウを捕食した個体の平均体重が 187.7 
± 75.8 g（n = 16）、捕食しなかった個体の平均体重が 147.2 ± 54.2 g（n = 25）で（図 3）、
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父島列島（東島）ではアナドリが 5 月ごろから飛来し、8 月上旬にひなが生まれ、10 月
下旬に巣立つ（小笠原自然文化研究所、2006；Kawakami et al., 2010）。したがって、9 月
はアナドリのひなも親鳥も島に生息している時期であるが、2 月と 12 月はこれらが生息し
ない時期なので、クマネズミの胃内に羽毛・肉は当然見いだされない。鈴木ら（2010）は
南島で、2009 年 9 ～ 11 月にクマネズミに襲われたアナドリの死体を発見しているが、11
月に発見された死体は食痕等から、11 月以前に殺された古いものと推測している。Palitha
ら（2006）は南島で 2005 年 10 月に捕獲されたクマネズミの胃内に鳥類や鳥類の卵を見い
だしているが、種名は明らかでない。東島ではクマネズミがアナドリの卵を食べ、また生







ていることから、これら 2 島に共通する要因があると推測される。なお Yabe et al.（2009）
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ているが（谷川力、私信）、オオミズナギドリ（Calonectris leucomelas，440 ～ 545 g：Brazil, 
2009）やカツオドリ（Sula leucogaster，0.72 ～ 1.55 kg：Brazil, 2009）では、襲われたと
いう報告がない。
ユルリ・モユルリ島のドブネズミはクマネズミと異なり、ドブネズミよりも体重の重い




ので（Yabe et al., 1998）、地表・地中に営巣する鳥類に対して捕食の危険性がとくに高い
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